
儕
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

儕儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

て
、
必
ず
し
も
全
て
の
事
業
者

で
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
「
施
設
管
理
者

や
、
点
検
を
受
注
し
た
民
間
事

業
者
が
新
技
術
の
活
用
に
二
の

足
を
踏
ん
で
い
る
」
と
の
声
を

踏
ま
え
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

新
技
術
で
代
替
可
能
な
こ
と
を

明
確
化
し
た
。
（
田
中
信
也
）

人
員
・
技
術
力
が
不
足
し
、
予

算
確
保
が
厳
し
い
現
状
の
中
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
港
湾
施

設
の
維
持
管
理
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
有
識
者
な
ど
で
構
成
す

る
検
討
委
員
会
を
設
置
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
運
用
書
の
策
定
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
き
た
結

果
、
既
存
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

補
完
す
る
参
考
資
料
と
し
て
工

夫
事
例
集
集
を
ま
と
め
た
。
今

後
、
こ
れ
を
参
考
に
最
新
事
例

を
追
加
し
、
随
時
更
新
し
て
い

く
方
針
だ
。

ま
た
、
既
存
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
は
新
技
術
活
用
を
積
極
的
に

推
奨
。
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人

機
）
な
ど
の
新
技
術
に
よ
る
代

替
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

ン
を
一
部
変
更
し
た
、
と
発
表

し
た
。

港
湾
局
が
、
港
湾
管
理
者
の

国
土
交
通
省
は
３
月
27
日
、

港
湾
施
設
の
点
検
診
断
及
び
維

持
管
理
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

た
計
画
策
定
を
支
援
す
る
も
の

で
、
希
望
す
る
地
方
自
治
体
か

ら
申
請
を
募
る
。
な
お
、
同
事

業
は
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

事
務
局
の
実
施
す
る
未
来
技
術

社
会
実
装
事
業
と
連
携
。
地
方

整
備
局
も
参
画
し
、
導
入
を
後

押
し
す
る
。

申
請
期
間
は
４
月
１
日
～
５

月
15
日
。
都
道
府
県
が
申
請
す

る
場
合
は
、
導
入
を
予
定
し
て

い
る
市
町
村
と
調
整
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
い

る
。

（
田
中
信
也
）

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
の
予
算
を
活
用

し
、
17
年
度
か
ら
全
国
18
カ
所

で
「
道
の
駅
な
ど
を
拠
点
と
し

た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
証
実

験
」
を
実
施
。
こ
の
う
ち
、
秋

田
県
上
小
阿
仁
村
で
は
19
年
11

月
か
ら
本
格
導
入
を
開
始
し

た
。導

入
支
援
事
業
は
、
こ
れ
ら

の
実
証
実
験
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
自
動
運
転
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
を
目
指
す
市
町

村
に
対
し
、
実
用
化
を
見
据
え

国
土
交
通
省
は
、
内
閣
府
と

連
携
し
、
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

導
入
を
見
据
え
た
計
画
を
策
定

す
る
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
事

業
を
推
進
す
る
。
中
山
間
地
域

や
人
口
30
万
人
以
下
の
規
模
の

市
町
村
で
、
農
作
物
の
物
流
確

保
な
ど
課
題
解
決
を
図
る
も
の

が
対
象
で
、
１
日
か
ら
地
方
自

治
体
か
ら
の
申
請
の
受
け
付
け

を
開
始
。

同
省
で
は
、
内
閣
府
の
戦
略

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
辻
本
亮
平
）

パ
レ
ッ
ト
は
、
Ｔ
11
型
パ
レ

ッ
ト
（
１
１
０
０
㍉
×
１
１
０

０
㍉)

と
Ｔ
２
型
パ
レ
ッ
ト(

１

千
㍉
×
１
２
０
０
㍉
）
が
主
流

と
し
て
、
両
規
格
を
基
本
に
据

え
た
。
外
装
サ
イ
ズ
は
、
パ
レ

ッ
ト
の
面
積
利
用
率
を
１
０
０

％
に
す
る
た
め
、
底
面
の
サ
イ

ズ
を
パ
レ
ッ
ト
の
主
流
２
規
格

と
合
わ
せ
た
。

今
後
、
20
～
21
年
度
中
旬
に

か
け
、
標
準
化
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
。
業
界
横
断

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

納
品
伝
票
は
標
準
版
を
22
年

度
か
ら
導
入
。
外
装
表
示
は
22

年
度
下
旬
か
ら
、
パ
レ
ッ
ト
・

外
装
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
23
年

度
に
、
可
能
な
部
分
か
ら
随
時

具
体
的
な
標
準
化
例
を
明
記
。

例
え
ば
、
納
品
伝
票
は
Ａ
４
判

の
上
下
１
枚
伝
票
で
、
顧
客
情

報
を
左
上
、
納
品
情
報
を
中
央

部
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
荷
主
情

報
を
右
上
へ
表
示
す
る
こ
と
と

し
た
。

外
装
表
示
は
、
商
品
特
定
表

示
を
外
装
右
上
に
、
鮮
度
表
示

な
ど
を
商
品
特
定
表
示
の
下

に
、
ケ
ア
マ
ー
ク
を
外
装
左
上

に
、
個
別
ア
イ
テ
ム
識
別
表
示

は
外
装
左
側
中
央
へ
の
表
示
と

す
る
。

規
格
が
ば
ら
ば
ら
の
た
め
、
物

流
で
無
駄
が
発
生
し
て
い
た
。

国
交
省
は
こ
れ
を
改
善
す
る
た

め
19
年
12
月
に
研
究
会
を
立
ち

上
げ
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
と
検
討
を
行
っ
て
き

た
。ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

を
強
化
。
民
間
で
も
企
業
の
垣

根
を
越
え
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
発
足
、
加
工
食
品
業

界
内
で
横
展
開
す
る
。
２
０
２

２
～
23
年
度
に
順
次
、
標
準
化

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

こ
れ
ま
で
、
納
品
伝
票
、
外

装
表
示
、
パ
レ
ッ
ト
・
外
装
の

国
土
交
通
省
は
３
月
27
日
、

「
加
工
食
品
分
野
に
お
け
る
物

流
標
準
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
公
表
し
、
納
品
伝
票
、

外
装
表
示
、
パ
レ
ッ
ト
・
外
装

サ
イ
ズ
な
ど
の
標
準
化
例
を
示

し
た
。
今
後
、
行
政
は
標
準
化

に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援

業
績
評
価
指
標
）
を
、
食
品
循

環
資
源
の
再
生
利
用
実
施
率
か

ら
事
業
系
食
品
ロ
ス
量
に
変

更
。
「
港
湾
に
お
け
る
総
合
的

低
炭
素
化
施
策
の
推
進｣

で
は


促
進
区
域
で
運
転
が
開
始
さ
れ

て
い
る
事
業
数
を
新
た
に
Ｋ
Ｐ

Ｉ
と
し
て
設
定
し
た
。

更
に
、
関
係
団
体
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る

意
見
と
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

も
公
表
。
パ
レ
ッ
ト
化
な
ど
に

よ
る
機
械
荷
役
の
転
換
促
進
に

関
し
｢

政
府
主
導
で
業
界
と
分

野
ご
と
に
規
格
を
集
約
す
る
計

画
を
策
定
し
て
欲
し
い
」
と
の

要
望
に
対
し
て
は
｢

19
年
度
に

加
工
食
品
分
野
の
物
流
標
準
化

研
究
会
で
使
用
が
望
ま
し
い
規

格
を
明
記
す
る
予
定
」
と
し
つ

つ
も
、
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

(
供
給
網)

全
体
で
一
律
に
行
う

こ
と
は
難
し
い
」
と
し
て
｢

業

界
、
業
種
ご
と
に
ふ
さ
わ
し
い

パ
レ
ッ
ト
規
格
を
設
定
し
て
欲

し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

高
度
物
流
人
材
の
育
成
で
の

「
理
工
系
学
生
向
け
の
人
材
育

成
教
育
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
」

の
提
案
に
は
、
20
年
４
月
か
ら

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
に
「
先
端
物
流
科
学

寄
付
講
座
が
開
設
さ
れ
る
」
と

し
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
周
知

す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

改
善
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
健
全

な
運
営
確
保
、
物
流
機
能
の
維

持
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

運
賃
の
設
定
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の

他
の
主
な
見
直

し
と
し
て
は
、

「
フ
ー
ド
チ
ェ

ー
ン
に
お
け
る

商
習
慣
見
直
し

の
促
進
」
で
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

適
切
運
用
で
は
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
改
正
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
告
示
制
度
に
沿
っ

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
げ
ら
れ
た

全
施
策
に
つ
い
て
、
18
年
12
月

の
改
定
後
１
年
間
の
取
り
組
み

の
実
施
状
況
を
検
証
。
物
流
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、
取
り
組
み
内
容
や
行
程
に

変
更
が
必
要
な
施
策
を
改
定
す

る
と
と
も
に
、
施
策
を
追
加
す

る
こ
と
で
、
全
１
０
８
施
策
と

な
っ
た
。

コ
ス
ト
構
成
な
ど
の
共
通
理

解
の
促
進
で
は
、
法
令
を
順
守

し
つ
つ
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
機
能

の
持
続
的
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
18
年
12
月
に
公
表
し
た

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
的
に
提
供
可
能
と
す
る
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い

て
事
業
者
、
荷
主
へ
周
知
を
図

る
こ
と
を
明
示
。

標
準
的
運
賃
の
告
示
制
度
の

重
大
事
故
事
例
を
紹
介
。
10
月

27
日
に
は
滋
賀
県
高
島
市
の
国

道
で
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
飲
酒
運
転
に
よ
り
乗
用
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
１
人
が
死
亡
、
１

人
が
重
傷
を
負
う
事
故
が
起
こ

っ
て
い
た
。

事
故
を
起
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
石
川
県
か
ら
神
戸
市
に

向
か
っ
て
走
行
。
事
業
者
に
雇

用
さ
れ
た
直
後
の
事
故
で
、
石

田
氏
に
よ
る
と
事
業
者
の
管
理

体
制
は
適
正
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

は
出
庫
後
に
飲
酒
し
た
と
み
ら

れ
る
と
い
う
。
石
田
氏
は
「
飲

酒
運
転
の
傾
向
や
原
因
を
み
る

の
に
適
し
た
事
例
」
と
話
す
。

こ
の
事
故
は
、
事
業
用
自
動
車

事
故
調
査
委
員
会
の
調
査
対
象

と
な
っ
て
い
る
。(

辻
本
亮
平)

れ
ま
で
の
減
少
傾
向
か
ら
増
加

へ
転
じ
た
。
原
因
に
つ
い
て
、

石
田
氏
は
「
現
時
点
で
は
判
断

で
き
な
い
。
今
後
、
プ
ラ
ン
見

直
し
の
議
論
の
中
で
模
索
し
、

対
策
を
検
討
で
き
れ
ば
」
と
し

て
い
る
。

な
お
、
プ
ラ
ン
見
直
し
の
検

討
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
で
着
手
で
き

て
い
な
い
。
順
次
、
検
討
会
な

ど
を
開
催
し
、
取
り
ま
と
め
る

予
定
と
い
う
。

ま
た
、
合
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
最
近
の
事
業
用
自
動
車
の

い
と
考
え
て
い
る｣

と
述
べ
た


国
交
省
は
同
プ
ラ
ン
で
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
ト
ラ
ッ
ク
の

事
故
死
者
数
を
２
０
０
人
以
下

に
、
事
故
件
数
を
１
万
２
５
０

０
件
以
下
に
、
飲
酒
運
転
は
ゼ

ロ
に
す
る
目
標
を
立
て
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
19
年
の
交
通

事
故
は
死
者
数
が
２
７
１
人
、

件
数
が
１
万
５
６
０
６
件
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
に
つ
い
て

は
19
年
に
14
件
増
と
な
り
、
こ

石
田
氏
は
「
交
通
事
故
全
体

は
、
全
モ
ー
ド
で
減
少
し
て
お

り
、
良
い
傾
向
に
あ
る
た
だ


死
亡
事
故
の
減
少
は
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
。
安
全
プ
ラ
ン
２

０
２
０
の
目
標
に
は
届
き
に
く

合
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
分
か
っ

た
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
は


間
も
な
く
期
限
を
迎
え
る
「
事

業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
２
０
」
の
見
直
し
の
中
で

模
索
・
検
討
す
る
と
い
う
。

２
０
１
９
年
の
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
飲
酒
運
転
事
故
件
数

が
、
18
年
と
比
べ
14
件
増
の
48

件
と
な
っ
た
こ
と
が
３
月
27

日
、
国
土
交
通
省
自
動
車
局
の

石
田
勝
利
安
全
政
策
課
長
へ
の

岳
広
氏
、
大
成
建
設
の
新
藤
竹

文
氏
が
道
路
上
で
無
線
給
電
を

行
う
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
提
案

し
て
い
る
。

（
田
中
信
也
）

の
兵
藤
哲
朗
教
授
が
提
案
。
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
で
の
駐
車
場
確
保
や
、

走
行
可
能
区
間
の
延
伸
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
実

デ
ー
タ
を
用
い
た
定
量
的
分
析

に
加
え
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
備

え
る
べ
き
将
来
像
を
提
示
す
る

こ
と
が
最
終
目
的
、
と
提
起
し

て
い
る
。

一
方
、
ハ
ー
ド
分
野
で
は
、

東
京
理
科
大
学
准
教
授
の
居
村

者
か
ら
募
集
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け

書
面
で
開
催
し
た
新
道
路
技
術

会
議
で
、
30
件
の
応
募
案
件
か

ら
ソ
フ
ト
分
野
６
、
ハ
ー
ド
分

野
４
の
計
10
件
を
選
定
し
た
。

ソ
フ
ト
分
野
で
は
、
今
後
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
や
、
数
年
後
の
商

用
化
が
期
待
さ
れ
る
隊
列
走
行

を
考
慮
し
た
道
路
イ
ン
フ
ラ
開

発
に
つ
い
て
、
東
京
海
洋
大
学

国
土
交
通
省
は
３
月
27
日
、

道
路
政
策
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
技
術
研
究
開
発
の
課
題
と

し
て
、
25
㍍
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連

結
車
の
通
行
を
緩
和
す
る
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
及
び
貨
物
車

隊
列
走
行
を
考
慮
し
た
道
路
イ

ン
フ
ラ
な
ど
10
件
を
採
択
し

た
、
と
発
表
し
た
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
３
年
以

内
に
道
路
政
策
の
課
題
解
決
を

目
指
す
技
術
研
究
課
題
を
研
究

車
両
の
事
故
割
合
が
増
え
、
車

両
相
互
の
事
故
割
合
が
減
っ

た
。
人
対
車
両
は
１
０
５
件
、

車
両
相
互
は
１
０
９
件
、
そ
れ

ぞ
れ
発
生
し
た
。(

辻
本
亮
平)

故
割
合
が
増
加
。
ま
た
、
大
型

自
動
車
の
事
故
割
合
が
増
え
、

中
型
、
準
中
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ

割
合
が
減
っ
た
。

事
故
類
型
を
み
る
と
、
人
対

県
が
22
件
と
全
国
で
最
も
多
か

っ
た
が
、
19
年
は
大
阪
府
（
18

件
）
が
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
た
。

全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
18

年
と
比
べ
て
一
般
道
路
で
の
事

発
生
地
別
に
み
る
と
、
岡
山

県
で
７
件
増
と
最
も
増
え
た
。

18
年
は
２
件
だ
っ
た
の
が
９
件

と
な
っ
た
。
神
奈
川
、
香
川
の

両
県
が
５
件
増
で
続
い
た
。

最
も
減
っ
た
の
は
静
岡
県
で

９
件
減
15
件
と
多
か
っ
た
が


６
件
ま
で
減
っ
た
。
次
い
で
、

埼
玉
福
岡
の
両
県
が
７
件
減


愛
知
県
が
６
件
減
と
な
っ
た
。

18
年
の
死
亡
事
故
件
数
は
埼
玉

止
対
策
が
急
務｣

と
し
て
い
る


３
月
27
日
に
公
表
し
た
。
警

察
庁
が
公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ

を
基
に
、
分
析
を
加
え
た
。

１
万
台
当
た
り
の
件
数
は
、

１
～
６
月
は｢

１
・
６｣

だ
っ
た

が
、
悪
化
し
た
。
全
ト
協
は
国

土
交
通
省
が
定
め
る
削
減
目
標

の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
１
万
台
当
た
り
件

数｢

１･

５｣

を
目
指
し
て
い
る


全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
坂

本
克
己
会
長
）
が
ま
と
め
た
２

０
１
９
年
の
事
業
用
貨
物
自
動

車
（
軽
を
除
く
）
が
第
１
当
事

者
と
な
る
死
亡
事
故
件
数
は
、

18
年
比
14
件
減
の
２
３
９
件
だ

っ
た
。
１
万
台
当
た
り
の
件
数

は
「
１
・
82｣

全
ト
協
は｢

ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安

全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
』
の
目
標

『
１
・
５
の
達
成
に
事
故
防

雇
用
調
整
助
成
を
拡
大

厚
生
労
働
省
は
３
月
28
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
踏

ま
え
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
を
更
に
拡
大
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン･

シ
ョ

ッ
ク
時
並
み
の
助
成
を
行
う
。
４
月

１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
を
緊
急
対

応
期
間
に
設
定
し
、
雇
用
調
整
す
る

会
社
へ
特
例
に
基
づ
き
助
成
す
る
。

対
象
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受

け
る
全
業
種
の
経
営
者
。
生
産
指
標

要
件
は
、
１
カ
月
５
％
以
上
の
低
下

と
し
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
で
な
い

労
働
者
の
休
業
も
対
象
と
し
た
。
助

成
率
は
中
小
が
５
分
の
４
、
大
企
業

は
３
分
の
２
解
雇
し
な
い
場
合
は


中
小
が
10
分
の
９
、
大
企
業
が
４
分

の
３
と
な
る
。

（
辻
本
亮
平
）

格
付
け
制
度
本
格
運
用

国
土
交
通
省
は
３
月
27
日
、
内
航

船
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
格
付
制
度
の
本
格

運
用
を
開
始
し
た
、
と
発
表
し
た
。

船
舶
の
所
有
者
、
運
航
者
、
船
舶

を
建
造
し
た
造
船
所
ま
た
は
船
舶
を

利
用
す
る
荷
主
か
ら
申
請
が
あ
っ
た

船
舶
の
環
境
性
能
を
、
基
準
値
よ
り

何
％
改
善
し
た
か
に
応
じ
て
、
一
つ

星
か
ら
五
つ
星
ま
で
で
評
価
。
資
格

を
取
得
し
た
事
業
者
は
、
船
体
や
名

刺
、
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
で
き
る
。

（
辻
本
亮
平
）

（
面
担

田
村
咲
絵
）

３
月
27
日

付
４
面
「
重

量
物
輸
送
事
業
を
譲
受
」

の
記
事
中
、
相
栄
産
業
の

所
在
地
が
「
埼
玉
県
志
木

市
」
と
あ
る
の
は
「
神
奈

川
県
藤
沢
市
」
の
誤
り
で

し
た
。

（
明
石
衛
）

い
」
と
、
将
来
的
に
は
10
万
円

程
度
に
ま
で
引
き
上
げ
た
い
意

向
だ
。
更
に
、
運
送
会
社
な
ど

へ
の
就
職
斡
旋
も
見
据
え
る
。

自
動
車
免
許
の
保
有
で
携
わ
る

こ
と
の
で
き
る
仕
事
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
よ
る

会
社
説
明
会
や
就
職
支
援
に
関

す
る
情
報
提
供
を
計
画
し
て
い

る
。講

演
会
事
業
で
は
、
企
業
・

団
体
向
け
に
展
開
。
交
通
遺
児

の
生
の
声
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
交
通
死
亡
事
故
の
状
況
な

ど
を
説
明
し
、
安
全
へ
の
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
。
講
演
料
と

し
て
謝
礼
は
受
け
取
っ
て
お
ら

ず
、
旅
費
交
通
費
の
み
で
依
頼

を
受
け
て
い
る
。
（
井
内
亨
）

の
扇
田
信
一
理
事
が
主
体
と
な

り
２
０
１
８
年
10
月
に
設
立


古
賀
氏
は
「
ト
ラ
ッ
ク
買
い
取

り
だ
け
で
な
く
意
義
の
あ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
、
交
通
安
全

に
寄
与
で
き
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
の
考
え
か
ら
始
ま
っ

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
徐

々
に
賛
同
企
業
は
増
え
て
い

る
」
と
話
す
。

自
動
車
免
許
の
取
得
支
援
で

は
、
物
流
業
界
で
働
き
た
い
交

通
遺
児
向
け
に
一
律
３
万
円
を

補
助
。
一
方
、
「
取
得
費
用
の

半
額
ぐ
ら
い
は
出
し
て
あ
げ
た

フ
ラ
ワ
ー
リ
ボ
ン
協
会
（
古

賀
直
記
代
表
理
事
）
で
は
、
交

通
遺
児
に
よ
る
講
演
を
含
め
た

企
業
・
団
体
向
け
講
演
会
の
実

施
、
交
通
遺
児
向
け
の
自
動
車

免
許
の
取
得
支
援
な
ど
を
手
掛

け
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、

交
通
遺
児
の
社
会
進
出
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
の

徹
底
さ
れ
た
社
会
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
る
。

同
協
は
古
賀
代
表
理
事
と
、

ト
ラ
ッ
ク
買
い
取
り
を
手
掛
け

る
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｌ(

森
畠
雅
春
社
長


神
戸
市
中
央
区
）
会
長
室
室
長

免許取得
な ど 交通遺児支援

「
交
通
事
故
全
体
は
全
モ
ー

ド
で
減
少
し
て
い
る
が
、
死

亡
事
故
の
減
少
は
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
」
と
石
田
課
長

国交省

国
土
交
通
省
は
３
月
27
日
、
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２
０
１
７
～
20
年
度
）

に
基
づ
く
「
総
合
物
流
施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
改
定
し
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
、
荷
主
双
方
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
関
す
る
コ
ス
ト
構
成
な
ど
の
共
通
理
解
の

促
進
と
、
標
準
的
運
賃
の
告
示
制
度
の
適
切
な
運
用
の
各
施
策
を
加
え
た
。

（
田
中
信
也
）

交
通
安
全
社
会
め
ざ
し
て

交
通
安
全
社
会
め
ざ
し
て

フラワーリボン協フラワーリボン協

18
年
12
月
の

改
定
後
１
年

間
の
取
り
組

み
の
実
施
状

況

を

検

証

（
イ
メ
ー
ジ

写
真
、
一
部

画
像
処
理
）

荷
主
と
共
通
理
解
促
進

コ

ス

ト

構
成
な
ど

１
当
死
亡
事
故
19
年

全
ト
協
調
べ

14
件
減
の

件

飲
酒
事
故

年
は
増
加

国
交
省
安
政
課
長

プ
ラ
ン
20
目
標｢

届
き
に
く
い｣

物
流
標
準
化
へ
具
体
例

国
交
省

加
工
食
品
業
界
で
横
展
開

工
夫
事
例
集
ま
と
め

港
湾
施
設｢

点
検
診
断｣

効
率
的
な
維
持
管
理
む
け

道
路
政
策｢

質｣

向
上
む
け

技
術
研
究
課
題

件
を
選
定

隊
列
走
行
イ
ン
フ
ラ
な
ど

総合物流プログラム改定総合物流プログラム改定

国交省◆自動運転サービス普及へ

市町村の導入を支援
農産品など物流確保

２2020年(令和2年) 4 月 3 日(金曜日)第 3 種郵便物認可 総　合　２


